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による利用案内を作成し好評を得た。また、インターネット上に凶書館のホームページを載せるなど、時代
にあった広報活動も行った。
〈目録等刊行物について〉
刊行物については1ページをご覧いただくが、ここで特筆すべきは12月をも って「早稲田大学蔵資料影印
叢書」図書篇が3期48巻を刊行し終え、完結をみたことである。凶書館が持つ貴重資料を世に明らかにした
ことは大きな意義があると言えよう。
中央図書館は開館して丁度 5年が経過した。情報化の進展は目覚ましく、それが図書館に及ぼす影響は図
りしれない。この一年の図書館の動きをみると、新館の開館以上の大きな波が図書館を襲っていると思え
る。図書館のサービスや運営における「変わるべきことjと 「変わらぬことjを見極める時が来ていると感
ずる。
-高田早苗記念研究図書館
開館2年目である今年度の最大の収穫は、遡及入力がほほ、完成したことである。当初の遡及計画に加え
て、商学部教員図書室配架の会社史コレクション、統計書等も入力が済み、未入力図書は、中国語図書、ハ
ングル図書、キリル図書、及びドイツ法学学位論文(約 5千冊)のみとなった。
利用状況としては、大学院学生がグループ閲覧室を利用して共同研究を行う 事例が増えており、高田記念
研究図書館が大学院学生の研究拠点になりつつあることが窺える。
また、レファレンス ・サービスではクイック ・レファレンスの事例が大半ではあったが、CD-ROMやオ
ンラインデータベースの活用により、効果的な利用者支援ができた。
書庫管理の面では、大規模な書庫内整備を行い、規則的で、判りやすい資料の配架によるサービスの向上が
できた。また、書庫スペースに多少なりとも余裕を持たせるため、日本語図書の叢書のうち、重複分約8千
冊を本庄分館に別置する予定である。
予算管理の面では、現在 5学部の図書費、図書資料費合計約 3億円の会計処理業務を集約的に行ってお
り、図書の処理と会計処理のフローが非常に多岐にわたるために過重な業務負担が生じている。来年度の改
善を要する課題としたい。
-戸山図書館
今年度の基本目標として、「利用者サービスの拡大」を目指した。特に閲覧関連のサービス充実をはか
り、利用者教育の実施、他学部・研究科学生への通常貸出開始、夜間閲覧時間延長の本稼動などを 4月から
実施した。
利用者教育はまず、春と秋にWINE講習会とビデオ鑑賞会を実施し、利用者にも好評であった。また、専
任、学生職員ともインストラクターになることによ って利用者の分からない点の分析ができ、その後の改善
や「利用案内Jの改訂などに役立てることができた。
次に、レファレンス業務については昨年度の記録を参考に、よくある質問事項の対応基本パターンを作成
した。順次、分野別に分類作成してし、く予定である。また、 CD-ROMや外部データベースの利用促進を目
指した。CD-ROMについては職員全員が立上げ‘と基本的な検索方法が分かるよう に研修を行い、端末も常
時立上げておく体制をと った。ただ、外部データベースについては料金を支払って利用したいという利用者
はほとんどいない状況であった。来年度は利用促進に向けて積極的に働きかけをしたい。
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管理面では、運営委員会での協議を経て、雑誌の購入費目を一本化することができた。また、継続購入図
書のリス ト整備を重点的におこない、蔵書構成の把握につとめた。あわせて書架点検による参考図書類の見
直し、継続購入漏れ図書の補充も行なった。
その他、中央図書館と平行してOCLCへ目録カードを順次送付して行う外国図書の遡及入力も進んでいる。
-理工学図書館
利用者サービス充実のため、 4月から通常期間中(各季休業、早稲田祭期間および土曜日は除く )の閉館
時間を午後8時から午後9時とし、利用時間の延長を実施した。また、 9月より本庄別置資料について、利
用者からの速報性の要望に応えたファクシミリによるサービスを開始した。
次に、資料媒体の多様化への対応として、 二次資料を中心に8タイトルのCD-ROM資料を購入した。ま
た、インターネットを活用した商用情報検索利用システム (FirstSearch)のトライアルを実施し、今後の
図書館サービスに果たすべき役割について検討をした。
図書遡及入力については、昨年度に学生読書室の基本図書の入力を終了させたのに続き、理工学図書館
(51号館)の参考図書と別置分を除く外国語図書の入力を完了するなど、資料整理を促進させた。
また、図書委員会のもとに発足させた「資料収集基本方針検討ワーキンググループjが報告書をまとめ
た。このことによって雑誌など継続物を中心に収集すること、収集の中心資料に応じた財政運営を図るこ
と、新しい資料媒体に対する取組みを強化することなど今後の図書館運営の基本方向が固まった。
学生読書室運営については以下のことを実施した。これまで独自に発行していた利用カードを学生証に
統ーした。また「利用照会」や「所蔵確認」用端末を設置することによって貸出管理システムがWINEシス
テムとは別に稼動しているための問題点の解消に努めた。
-所沢図書館
開館して 9年目の今年は、 「目に見える形での利用者サービスの向上Jを目標に、業務遂行にあたって具
体的に行動することを担当者全員で心がけた。
まず、 1月7日から開館時間を30分早め9:00-19:00とし、時間延長を実現した。また、中央図書館で
貸し出した図書の所沢図書館への返却を、開館時間中は随時受け付けることにした。
広報関係では、新しいヴィジュアルな「所沢図書館案内」を刊行し、 WWWに図書館のホームページを開
設してその内容の充実につとめた。さらに詳細な館内資料配架図を作成して利用者の資料へのスムーズな
アクセスを可能にした。
利用者検索の面では、 CD-ROMを各研究室から24時間利用できるネッ トワーク化を実現し、オンライン
情報システムG-Searchの利用も開始した。
また、週単住で送られてくる新刊の外国語雑誌について、翌日に配架できるよう整理体制の迅速化を図っ
た。
施設関係では、閲覧椅子を全面的に修理し、書架板を各連一段増やすなど、書架にゆとりをもたせること
ができた。また、コピーによる文献の取り寄せ、送信を迅速化するためにBookFax用コピー機の設置や、利
用者が検索結果をプリントアウトできるようWINE端末にプリンターを接続するなどした。
その他として、 OWS導入後、スムーズに稼動させることによって、ペーパーレスに向けての業務処理方法
の基盤を確立させた。
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